
▼
レ
セ
プ
ト
・
健
康
情
報
等

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
推
進
に
つ
い
て

Q　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
と
は
、
デ
ー
タ
分
析
に

基
づ
く
保
健
事
業
だ
が
、
本
市
の
考
え
は
。

A　
本
年
度
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
、

健
康
診
査
・
保
健
指
導
、
医
療
、
介
護
の
各

種
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
の
実
情

に
即
し
た
保
健
事
業
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

Q　
本
市
の
医
療
費
の
推
移
と
今
後
の
予
想

は
ど
う
か
。

A　
平
成
二
十
四
年
度
は
約
四
十
九
億
円
で

あ
り
、
毎
年
度
増
加
し
て
い
る
。
被
保
険
者

の
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
や
医
療
の
高

度
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
は
増
加

し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

Q　
医
療
費
の
通
知
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
差
額
通
知
は
別
々
に
発
送
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
一
緒
に
で
き
な
い
の
か
。

A　
国
保
連
合
会
が
県
下
統
一
し
て
作
成
し

て
お
り
、
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
通
知

内
容
が
複
雑
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

Q　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
介
護
と
医
療
の
予

防
を
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

A　
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
が
情
報
を
共

有
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
て
、
さ
ら
に
健
康

寿
命
が
延
び
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
特
定
健
診
の
項
目
へ
の
追
加
や
助
成
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A　
特
定
健
診
と
同
時
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
費
用
や
対
象
者
に
つ
い
て
、
島
原
市
医

師
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

Q　
薪
能
は
観
客
も
多
く
大
変
良
か
っ
た
が
、

市
中
パ
レ
ー
ド
は
観
客
も
少
な
く
盛
り
上
が

り
に
欠
け
て
い
た
。
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　
外
部
か
ら
の
意
見
を
出
し
合
う
場
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
意
見
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
集
約
し
て
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】　
　

　
◇
か
ん
ぽ
の
宿
跡
地
の
そ
の
後
に
つ
い
て

❻

▼
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

▼
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

Q　
地
域
活
性
化
の
た
め
の
産
業
振
興
策
と

し
て
①
観
光
業
、
②
物
産
流
通
、
③
地
場
企

業
の
育
成
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

A　
①
島
原
半
島
観
光
連
盟
と
連
携
し
、
修

学
旅
行
の
誘
致
や
体
験
型
観
光
の
推
進
。
②

百
貨
店
等
で
の
特
産
品
の
販
売
や
、
市
の
特

産
品
認
定
制
度
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
、
商
談
会
で
の
産
品
の
売
り
込
み
。
③

企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用
創
出
に
関
す
る

条
例
に
よ
る
各
種
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　
健
康
保
養
都
市
へ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
市
長
の
考
え
は
。

A　
温
泉
、
湧
水
、
薬
草
園
、
ジ
オ
パ
ー
ク

な
ど
を
一
元
化
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
く
よ
う
な
活
動
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

Q　
市
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
は
政
策
力
、
情

報
収
集
力
、
事
務
力
、
サ
ー
ビ
ス
力
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
研
修
会
へ
の
参
加
や
、
国
、

県
と
の
人
事
交
流
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
も

大
切
だ
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

A　
職
員
研
修
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

県
と
の
人
事
交
流
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q　
行
政
評
価
は
個
別
の
事
業
を
評
価
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
施
策
全
体
の
中
で
の
優
先

順
位
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A　
政
策
課
題
等
に
つ
い
て
も
行
政
評
価
委

員
会
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

Q　
官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、
官
と
民
の
そ

れ
ぞ
れ
が
求
め
る
も
の
に
つ
い
て
自
由
に
意

見
交
換
を
す
る
場
が
な
い
こ
と
が
問
題
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

A　
公
務
員
と
し
て
の
確
実
な
事
務
処
理
や

業
務
遂
行
を
土
台
と
し
て
、
そ
の
上
に
民
間

の
考
え
方
が
備
わ
れ
ば
よ
い
も
の
が
生
ま
れ

て
く
る
と
思
う
。
民
間
な
ら
で
は
の
発
想
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
今
後
必
要
だ
と
思
う
。

Q　
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
新
地
方
公
会
計

制
度
の
導
入
で
財
政
の
透
明
度
が
一
層
向
上

す
る
と
考
え
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A　
公
会
計
制
度
は
従
来
の
自
治
体
の
会
計

制
度
に
企
業
会
計
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
も

の
だ
が
、
道
路
や
橋
な
ど
の
社
会
基
盤
施
設

の
資
産
台
帳
の
整
備
に
多
大
な
時
間
を
要
し

て
い
る
。
来
年
四
月
に
は
国
か
ら
指
針
が
出

さ
れ
る
の
で
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Q　
基
本
構
想
案
に
お
い
て
、
島
原
半
島
の

一
体
化
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

A　
人
口
減
少
も
勘
案
す
べ
き
だ
が
、
十
年

後
、
十
五
年
後
に
島
原
半
島
が
ま
と
ま
っ
た

と
し
て
も
、
島
原
半
島
の
顔
た
る
立
派
な
庁

舎
に
な
り
得
る
イ
メ
ー
ジ
で
進
め
て
い
る
。

▼
島
原
市
の
活
性
化
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
し
ま
ば
ら
温
泉
不
知
火
ま

つ
り
に
つ
い
て
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